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１．研究計画の概要 
場の量子論，特に 2次元共形場理論の数学的
構造を作用素環論の立場から研究するもの
である．代数的場の量子論と呼ばれる手法で，
観測可能量の生成するフォンノイマン環の
ネットが基本的な対象である．ジョーンズの
指数理論やコンヌの非可換幾何学の手法を
用い，頂点作用素代数との対比を踏まえ，数
学的構造を明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 
まず，代数的場の量子論におけるスーパーネ
ットの表現論の基礎を確立し，N=1超ビラソ
ロ代数の表現論を作用素環の文脈で研究し
た．さらに，我々が前に導入したモジュラー
ネットについて，スーパーチャージ作用素の
性質を調べること により，フレドホルム指
数とジョーンズ指数の関係式を初めて明ら
かにした． 
前に構成したムーンシャイン頂点作用素代
数の作用素環版の拡張として，ダンカンの超
頂点作用素代数の作用素環板を構成した．そ
れは，自己同型群として，コンウェイ群，ラ
ドヴァリス群が出てくるものである． 
コンヌの非可換幾何学では多様体に当たる
概念はスペクトラルトリプルである．N=1超
ビラソロ代数のある表現からスペクトラル
トリプルのネットを構成し，超共形場理論と
非可換幾何学を関係づけた． 
部分因子環のネットのジョーンズ指数の取
りうる値については，新たな制限を見出し，
小さい値について詳細に検討した． 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
さらに，N=2 超ビラソロ代数の表現論を用い
て，非可換幾何学のコホモロジー的量と，超
共形場理論の作用素環的側面との関係を明
らかにしていきたい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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